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という獅子舞やエイサーが見られるアトラクションを見られたのですが、少
し遅くなってしまったため後ろのほうからしか見ることができなかったため、
途中であきらめてしまいました。しかし、中では水牛と触れ合ったり写真撮
影ができたり、たくさんのお土産を見ることができました。
3日目は2つのグループに分かれ、私たちは琉球ガラス村に行きました。
昨年度はお土産として琉球グラスを購入しましたが、この機会にと琉球グラ
スを手作りすることにしました。「手作り」と言っても、やる工程は「息を
吹き込み溶けたガラスを膨らませる」「飲み口を広げる」所だけでしたが、
初めて間近で見る溶けたガラスはとても熱く、とても緊張しました。職人さ
ん方が軽そうに扱っていたパイプは思っていたより重く、息を吹き込むだけ
でも少しコツがいるようで、私は1回で膨らませられませんでした。そんな
難しさを知った後は、本当に職人さんは大変なお仕事をしているのだと思い
ました。グラスを作った後は琉球ガラス村の中にある軽食屋さんでお昼を食
べたのですが、飲み物が入っているグラスが本当にきれいで「これが欲しい」
と思ってしまうほどでした。その日の夜は先輩方のお部屋で後輩たちともお
話をしながら過ごしました。
今回、3泊4日でさまざまな体
験ができたことは、本当に幸せな
ことだと思います。職人の技を間
近に見ることができたこと、現地
の方の沖縄ソングを聞けたこと、
先輩後輩みんなとたくさんのお話
ができたことは、かけがえのない
思い出となりました。次回の探訪
ツアーでも先輩後輩わけ隔てなく
素敵な思い出が残るよう、また様々な人の温かさや歴史に触れられるように
したいと思います。
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